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鹿屋市一般住宅条例施行規則の一部を改正する規則 

鹿屋市一般住宅条例施行規則（平成18年鹿屋市規則第178号）の一部を次のよう

に改正する。 

第３条の次に次の１条を加える。 

（緊急連絡人） 

第３条の２ 入居決定者は、入居者と連絡が取れないときその他一般住宅の管理に

支障が生じたときに緊急連絡先となる者（以下「緊急連絡人」という。）を１人

以上確保しなければならない。ただし、市長が特別の事情があると認める者につ

いては、この限りでない。 

第４条第２項を次のように改める。 

２ 誓約書には、次に掲げる書類を添付しなければならない。 

(1) 緊急連絡人が個人である場合には、緊急連絡人の運転免許証、旅券その他の

本人であることを確認するため市長が適当と認める書類の写し 

(2) 緊急連絡人が法人等である場合には、市長が別に定める書類 

第４条第３項及び第４項を削る。 

第７条を次のように改める。 

（緊急連絡人変更届等） 

第７条 入居者は、緊急連絡人が次の各号のいずれかに該当することとなったとき

は、速やかに緊急連絡人を変更し、緊急連絡人変更届（別記第５号様式）に新た

な緊急連絡人の運転免許証、旅券その他の本人であることを確認するため市長が

適当と認める書類（法人等である場合には、市長が別に定める書類）の写しを添

えて、市長に提出しなければならない。 

(1) 死亡し、又は解散したとき。 

(2) 住所又は居所は不明となったとき。 

(3) その他緊急連絡人としての役割が果たせなくなったとき。 

２ 入居者は、緊急連絡人の住所又は氏名（法人にあっては、主たる事務所の所在

地又は名称）に変更があったときは、速やかに緊急連絡人住所等変更届（別記第

６号様式）に当該変更があったことを証する書類を添えて、市長に提出しなけれ

ばならない。 

第10条第２項中「及び第３項」を削る。 



 別記第２号様式を次のように改める。 

 

  



第２号様式（第４条関係） 

 

 

 

 

  



 別記第２号の２様式を削除し、別記第５号様式及び別記第６号様式を次のように

改める。 

  



第５号様式（第７条関係） 

 

 

  



第６号様式（第７条関係） 

 

 

 

  



附 則 

この規則は、令和８年４月１日から施行する。 


